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農作業の合間で
　　　　健康づくり

産
地

　
な
る
ほ
ど

　
　
　
ツ
ア
ー

プランターで
ミニカボチャをつくろう!!

　6月4日、大野営農施設センター（大野市堂本）にお
いて、テラル管内から17名の小学生が参加し、「こども
農業塾」が開催されました。
　子どもたちに収穫のよろこびと、おいしい食べ方を
知ってもらおうと、営農政策課の尾﨑営農指導員から、
プランターでのミニカボチャの育て方・病気や収穫に
ついての講習が行われました。子どもたちからはいく
つかの質問も飛び出し、参加者全員が熱心に耳を傾け
ていました。
　また、かぼちゃを使ったかぼちゃプリンの試食も行
われ、参加者にも好
評を得ていました。
　参加した子どもた
ちは、かぼちゃの成
長と収穫を楽しみに
して、それぞれ植え
付けしたプランター
を大事に持ち帰りま
した。

　

六
月
二
日
、
Ｊ
Ａ
テ
ラ
ル
越
前
女
性

部
生
活
健
康
部
門
の
活
動
の
一
環
と

し
て
、
当
初
の
予
定
を
超
え
る
五
十
名

が
参
加
し
、「
産
地
な
る
ほ
ど
ツ
ア
ー
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
訪
れ
た
Ｊ
Ａ
栗
東
市
の
「
田
舎

の
元
気
や
」
は
、
昨
年
十
月
に
オ
ー
プ

ン
し
、
農
産
物
販
売
所
の
他
に
地
元
農

産
物
を
基
本
と
し
た
レ
ス
ト
ラ
ン
や
滋

賀
県
初
の
ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
方
式
の
お

に
ぎ
り
販
売
所
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

参
加
者
も
店
内
に
陳
列
さ
れ
た
地
元

産
野
菜
を
手
に
と
っ
て
は
品
定
め
す
る

な
ど
、
食
と
農
へ
の
関
心
の
深
さ
が
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

六
月
十
一
日
、
大
野
市
エ
キ
サ
イ
ト
広
場
に
お
い

て
Ｊ
Ａ
テ
ラ
ル
杯
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
の

最
終
戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

奥
越
地
区
の
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
団
員
の
交

流
と
相
互
の
活
動
促
進
・
競
技
力
の
強
化
を
図
る
と

と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
笑
顔
と
将
来
の

夢
実
現
に
お
手
伝
い
す
る
Ｊ
Ａ
へ
の
関
心
を
深
め
て

も
ら
お
う
と
今
年

が
七
回
目
。

　

奥
越
地
区
の
女

子
六
チ
ー
ム
が
、

日
頃
の
練
習
の
成

果
を
発
揮
し
て
、

熱
戦
が
展
開
さ
れ

ま
し
た
。
観
客
席

か
ら
も
選
手
た
ち

の
プ
レ
ー
に
、
熱

い
声
援
が
送
ら
れ

ま
し
た
。

　

結
果
は
、
下
庄
Ｍ
Ｂ
Ｓ
が
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　

選
手
の
皆
様
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　
　

優
勝　

下
庄
Ｍ
Ｂ
Ｓ

　
　

二
位　

蕨
生
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　

三
位　

上
庄
ミ
ニ
バ
ス
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　6月21日、女性部「和テラの講座」の第2
回目として、厚生連の笹島孝代氏を講師にお
招きして、『畑でもできる健康体操』と題し、
農作業中でも簡単にできる体操を教わりまし
た。日頃、運動不足気味の参加者からは、こ
れなら農作業の合間にもできるという声も聞
かれとても好評でした。
　次回は7月19日に「シニア世代のライフプ
ラン」をテーマに、開催を予定しています。

選
手
の
プ
レ
ー
熱
い
声
援

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

第２回
和テラの講座

こども農業塾

女性部

第
７
回
Ｊ
Ａ
テ
ラ
ル
杯
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　平成17年に発覚しました不祥事事件に対する債権回収の一環として、関係者の所有不動産を競
売申立しておりますが、次の不動産に対する競売入札期日等が福井新聞に掲載されましたのでお知
らせしますと共に、ご購入希望者を募っております。
　ご購入を希望されます方は、入札期間内での裁判所への申出と買受申出保証金の納付が必要とな
ります。

記

競売対象物件（この物件の事件番号は「平成２２年（ヌ）第１０号」です）
　１．物 件 内 容
　　　（１）大野市中挾二丁目１０１番３　　　宅地　２４８,２５㎡
　　　（２）同上の居宅　　木造瓦葺２階建　　延べ　１２７,１２㎡

　２．入 札 期 間　平成２３年７月１５日から平成２３年７月２２日まで

　３．売却基準価額　上記物件一括にて　金２,０９０,０００円
　　
　詳細情報につきましては、
　　６月２６日付け福井新聞の掲載記事または福井地方裁判所（☎0776－22－5000）の
　　競売担当者にご確認ください。

　本年度の賦課金通知書には、組合員資格について記載しておりますのでご確
認ください。

不動産競売物件情報のお知らせ

組合員資格の確認について
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●
大
野
北
支
店

選  

挙  

区

氏　
　
　

名

第
一
下
庄

尾

崎

浩

一

第
一
下
庄

山

本

亨

二

第
一
下
庄

島

田

誠

一

第
一
下
庄

竹　

内　

康　

治

第
一
下
庄

佃

喜
美
子

第
一
下
庄

佐
々
木　

光　

夫

第
一
下
庄

畑

中

勝

治

第
一
下
庄

前

田

ユ
ミ
子

第
一
下
庄

宮

前

伊
一
郎

第
一
下
庄

乾

川

利

一

第
一
下
庄

植

村

秋

成

第
一
下
庄

石

塚

廣

志

第
一
下
庄

齊

藤

康

文

第
一
下
庄

辻　
　

利

規

第
一
下
庄

佐
々
木　

一　

夫

第
一
下
庄

上

村

正

美

第
一
下
庄

山

口　
　

眞

第
二
下
庄

西　

田　

美　

江

第
二
下
庄

中　

村　

和　

彦

第
二
下
庄

宮　

塚　

　

篤

第
二
下
庄

多　

田　

勝　

己

第
二
下
庄

宮　

崎　

国　

夫

第
二
下
庄

前　

田　

仁　

也

第
二
下
庄

前　

田　

喜
代
司

第
二
下
庄

坪　

尾　

昌　

長　

第
二
下
庄

坪　

内　

利　

樹

第
二
下
庄

村　

上　

善　

信

第
二
下
庄

清　

水　
　
　

勲

第
二
下
庄

明　

石　
　
　

治

第
二
下
庄

巻　

寄　

雅　

幸

第
三
下
庄

前　

田　

幸　

一

第
三
下
庄

朝　

日　

俊　

雄

第
三
下
庄

金　

森　

一　

美

第
三
下
庄

清　

水　

正　

夫

第
三
下
庄

金　

森　

伴　

光　

第
三
下
庄

木　

下　

君　

子

第
三
下
庄

石　

本　

修　

二

第
三
下
庄

石　

本　

康　

男

第
三
下
庄

石　

本　

信　

昭

第
三
下
庄

大
久
保　

一　

英

第
三
下
庄

大
久
保　

三　

法

第
三
下
庄

竹

根

な
み
子

第
三
下
庄

土

本

強

第
三
下
庄

福　

田　

忠
兵
衛

第
三
下
庄

中　

道　

正　

一

第
三
下
庄

土

本

智

第
四
下
庄

宮

越

美
智
子

第
四
下
庄

駒

沢

利

明

第
四
下
庄

明

石

力

第
四
下
庄

吉　

村　

完　

治

第
四
下
庄

安　

川　

善　

紀

第
四
下
庄

筒　

井　

久　

榮

第
四
下
庄

中

川

博

幸

第
四
下
庄

石

丸

一

栄

第
四
下
庄

牧

野

忠

夫

第
四
下
庄

小

池

榮

造

第
四
下
庄

島

田

登
茂
子

第
四
下
庄

市

川

泰

範

第
四
下
庄

松

田

務

第
四
下
庄

高

井

文

俊

第
四
下
庄

木

瀬

護

夫

第
四
下
庄

永

田

眞

一

乾

側

清

水

律

子

乾

側

清

水

昌

一

乾

側

田

中

勝

英

乾

側

山

本

鐵

夫

乾

側

久

保

寛

二

乾

側

西

田

儀

生

乾

側

松

村

利

雄

乾

側

栗

林

和

恵

乾

側

北

川

敏

宏

乾

側

市

地　

享

乾

側

伊

藤

和

孝

乾

側

楠

昭

二

乾

側

池

端

保

乾

側

久

保

正

乾

側

富

田

惣

一

乾

側

保

格

保

則

乾

側

南

部

利

幸

乾

側

南

部

茂

乾

側

斉

藤

辰

巳

乾

側

飯

田

良

乾

側

嶋

田

康

博

乾

側

佐
々
木

清
治
郎

●
大
野
西
支
店

選  

挙  

区

氏　
　
　

名

第
一
小
山

山

口

勝

博

第
一
小
山

斉

藤

敏

子

第
一
小
山

斉

藤

和

彦

第
一
小
山

牧

野

博

信

第
一
小
山

永

田

正

和

第
一
小
山

澤

邊

良

美

第
一
小
山

印

牧

勝

治

第
一
小
山

松

田

長
太
郎

第
一
小
山

清

水

弘

第
二
小
山

根

賀

敏

孝

第
二
小
山

山

本

隆

第
二
小
山

佐
々
木

信

一

第
二
小
山

松

井

憲

公

第
二
小
山

松

井

俊

明

第
二
小
山

松

井

秀

子

第
二
小
山

久

保

俊

岳

第
二
小
山

松

田

重

冶

第
二
小
山

土

屋

久

昇

第
二
小
山

松

田

道

夫

第５期　総代決定
JAテラル越前第５期総代552名が決まりました。

任期は平成23年６月11日から平成26年６月10日までの３年間。

（順不同・敬称略）※名簿の掲載にあたり、各総代の許諾をいただいております。
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第
三
小
山

千

味

忠

平

第
三
小
山

松

田

暁

美

第
三
小
山

千

藤

弘

二

第
三
小
山

福

田

信

義

第
三
小
山

田

中

義

行

第
三
小
山

冨

田

朋

克

第
三
小
山

宮

本

久

雄

第
三
小
山

笹

嶋

貞

一

第
三
小
山

北

野

勝

己

第
三
小
山

森

本

富

男

第
一
大
野

松

山

定

造

第
一
大
野

長
谷
川

幸

子

第
一
大
野

永

見

良

三

第
一
大
野

福

野

和

彦

第
一
大
野

奥

村

誠

一

第
一
大
野

西

村

隆

信

第
一
大
野

石

塚

肇

第
一
大
野

松

本

恒

夫

第
一
大
野

寺

本

実

男

第
二
大
野

猪

島

一

郎

第
二
大
野

金

子

定

子

第
二
大
野

稲

津

弘

治

第
二
大
野

大

藤

順

夫

第
二
大
野

石

川

廣

志

●
大
野
東
支
店

選  

挙  

区

氏　
　
　

名

第
一
富
田

竹

内

典

夫

第
一
富
田

廣

瀬

吉

博

第
一
富
田

米

村

幸

一

第
一
富
田

廣

瀬

栄

一

第
一
富
田

原

常

吉

第
一
富
田

雨

塚

通

第
一
富
田

松

田

礼

子

第
一
富
田

久

保

伸

次

第
一
富
田

城

地

治

道

第
一
富
田

廣

瀬

吉

隆

第
一
富
田

廣

瀬

祐

治

第
一
富
田

伊

藤

憲

光

第
一
富
田

臼

井

栄

治

第
一
富
田

歸

山

勝

一

第
一
富
田

瀬

先

謙

一

第
一
富
田

松

田

ひ
と
み

第
二
富
田

阿

部

重

博

第
二
富
田

中

兼

則

一

第
二
富
田

斉

藤

清

人

第
二
富
田

寺

脇

正

泰

第
二
富
田

阿

部

高

信

第
二
富
田

岸

本

美
和
子

第
二
富
田

東

雅

彦

第
二
富
田

倉

内

由
美
子

第
二
富
田

畑

山

和

美

第
二
富
田

前

田

敬

一

第
二
富
田

尾

崎

慎

一

第
二
富
田

土

田

早
登
司

第
二
富
田

廣

田

繁

實

第
二
富
田

松

山

敏

博

第
二
富
田

松

井

滋

明

第
二
富
田

南

居

時

秀

第
二
富
田

米

村

豊

次

第
二
富
田

川

田

利

美

第
三
富
田

本

田

奈
緒
美

第
三
富
田

松

村

幾

治

第
三
富
田

棟

朝

重

樹

第
三
富
田

米

村

邦

夫

第
三
富
田

松

田

眞

男

第
三
富
田

松

田

久

二

第
三
富
田

松

田

忍

第
三
富
田

松

田

雅

之

第
三
富
田

松

田

裕

二

第
三
富
田

松

田

誠

第
三
富
田

田

中

庄

治

第
三
富
田

松

田

俊

一

第
三
富
田

松

田

豊

治

第
三
富
田

萩

坂

勝

利

第
四
富
田

小

村

治

樹

第
四
富
田

佐
々
木

理
一
郎

第
四
富
田

竹

内

直

二

第
四
富
田

鳶

尾

康

雄

第
四
富
田

中

村

孝
太
郎

第
四
富
田

野

坂

敏

男

第
四
富
田

牧

野

紀

子

第
四
富
田

竹

内

恒

雄

第
四
富
田

松

田

靖

彦

第
四
富
田

前

原

富
士
男

第
四
富
田

堂

下

義

治

第
四
富
田

中

村

政

之

第
四
富
田

林

健

三

第
四
富
田

林

真

一

第
四
富
田

村

岡

里

美

第
四
富
田

中

村

忠

雄

第
四
富
田

林

利

三

第
四
富
田

城

地

實

第
四
富
田

長

岡

小
夜
子

第
四
富
田

林

朋

宏

第
四
富
田

細

田

喜

樹

第
四
富
田

米

村

正

雄

第
一
阪
谷

寺

崎

和

彦

第
一
阪
谷

林

茂

男

第
一
阪
谷

宮

崎

一

憲

第
一
阪
谷

伊

藤

信

一

第
一
阪
谷

下

道

政

和

第
一
阪
谷

辻

利

雄

第
一
阪
谷

原

田

肇

第
一
阪
谷

宮

下

聡

美

第
一
阪
谷

長
谷
川

政

幸

第
一
阪
谷

水

上

一

美

第
一
阪
谷

村

上

繁

夫

第
一
阪
谷

森

嶋

正

幸

第
一
阪
谷

山

川

和

利

第
一
阪
谷

梅

原

ひ
で
子

第
一
阪
谷

櫻

井

勇

治

第
一
阪
谷

田

原

彦

一

第
一
阪
谷

伴

正

明

第
一
阪
谷

長
谷
部

正

治

第
一
阪
谷

松

村

秀

彦

第
一
阪
谷

元

茂

真

澄

第
一
阪
谷

小

林

茂

第
一
阪
谷

高

見

信

男

第
二
阪
谷

坂

下

正

富

第
二
阪
谷

村

岡

し
げ
子

第
二
阪
谷

山

村

寛

視

第
二
阪
谷

山

田

隆

治

第
二
阪
谷

飼

田

武

夫

第
二
阪
谷

内

藤

良

和

第
二
阪
谷

中

出

建

一

第
二
阪
谷

村

中

恵

治

第
二
阪
谷

木

下

隆

行

第
二
阪
谷

多

田

美
喜
雄

第
二
阪
谷

多

田

茂

第
二
阪
谷

中

山

俊

春

第
二
阪
谷

石

塚

昭

夫

第
二
阪
谷

米

村

寿

第
二
阪
谷

田

中

正

一

第
二
阪
谷

竹

林

正

彦

第
二
阪
谷

清

水

文

治

第
二
阪
谷

武

内

秀

夫

第
二
阪
谷

武

内

政

則

第
二
阪
谷

中

村

清
一
郎

第
二
阪
谷

加

藤

泰

子

第
二
阪
谷

前

川

善

徳

五

箇

林

治

彦

五

箇

中

村

秀

勉

五

箇

山

内

た

か

五

箇

三

橋

文

雄

五

箇

澤

本

和

博

五

箇

平

瀬

強

五

箇

久

保

藤
士
継

●
大
野
南
支
店

選  

挙  

区

氏　
　
　

名

第
一
上
庄

高

澤

辰

三

第
一
上
庄

山

岸

弘

治

第
一
上
庄

山

岸

一

第
一
上
庄

青

木

茂

一

第
一
上
庄

笹

島

智

彦

第
一
上
庄

笹

島

健

二

第
一
上
庄

大

道

政

明

第
一
上
庄

大

道

雄

次

第
一
上
庄

門

前

善

美
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第
一
上
庄

水

元

博

第
一
上
庄

辻

保

夫

第
一
上
庄

堂

本

義

明

第
一
上
庄

土

城

峰

吉

第
一
上
庄

前

川

す
み
を

第
一
上
庄

山

内

貞

之

第
一
上
庄

下

河

知
登
美

第
一
上
庄

前

川

博

信

第
一
上
庄

村

中

利

和

第
二
上
庄

川

崎

き
よ
子

第
二
上
庄

島

口

健

一

第
二
上
庄

長
谷
川

義

博

第
二
上
庄

勝

森

勝

第
二
上
庄

島

内

哲

雄

第
二
上
庄

松

田

建

治

第
二
上
庄

金

森

定

吉

第
二
上
庄

福

田

巖

第
二
上
庄

山

田

博

顕

第
二
上
庄

笹

島

貴

幸

第
二
上
庄

山

崎

傳

吉

第
二
上
庄

加

藤

雄

次

第
二
上
庄

小

北

克

己

第
二
上
庄

土

成

道

子

第
二
上
庄

中

川

重

信

第
二
上
庄

米

澤

武

雄

第
三
上
庄

権

守

國

夫

第
三
上
庄

萩

原

光

司

第
三
上
庄

山

口

清
四
郎

第
三
上
庄

山

田

隆

英

第
三
上
庄

山

本

あ
や
子

第
三
上
庄

兼

井

三
代
司

第
三
上
庄

齋

藤

弘

一

第
三
上
庄

林

真

二

第
三
上
庄

山

本

眞
名
夫

第
三
上
庄

酒

井

敏

栄

第
三
上
庄

多

田

清

資

第
三
上
庄

廣

瀬

澄

第
三
上
庄

前

田

義

明

第
三
上
庄

伊

藤

雪

子

第
三
上
庄

山

田

一

郎

第
三
上
庄

岩

田

明

光

第
三
上
庄

嶋

田

徹

第
四
上
庄

明

石

和

仁

第
四
上
庄

本

多

千
佐
子

第
四
上
庄

長
谷
川

文

吉

第
四
上
庄

向

井

和

彦

第
四
上
庄

山

田

忠

雄

第
四
上
庄

榎

本

彦
一
郎

第
四
上
庄

田

口

光

男

第
四
上
庄

村

中

友

紀

第
四
上
庄

長

田

正

明

第
四
上
庄

宮

本

勉

第
四
上
庄

羽

生

達

夫

第
四
上
庄

真

柄

国

昭

第
四
上
庄

森

永

友

博

第
四
上
庄

斉

藤

光

昭

第
四
上
庄

山

田

潔

第
四
上
庄

清

水

和

夫

第
四
上
庄

新

田

治

一

第
四
上
庄

羽

生

明

美

第
五
上
庄

森

永

清

第
五
上
庄

木

下

義

雄

第
五
上
庄

斉

藤

総
一
郎

第
五
上
庄

出

村

文

利

第
五
上
庄

長

田

泰

子

第
五
上
庄

村

西

守

男

第
五
上
庄

土

本

哲

男

第
五
上
庄

中

村

弘

之

第
五
上
庄

南

部

治

重

第
五
上
庄

宝

珍

隆

治

第
五
上
庄

松

田

善

行

第
五
上
庄

乾

祐

樹

第
五
上
庄

澤

田

和

美

第
五
上
庄

沢

田

源

有

第
五
上
庄

澤

田

正

和

第
五
上
庄

松

田

裕

二

第
五
上
庄

村

中

元

第
五
上
庄

米

村

謙

二

●
九
頭
竜
出
張
所

選  

挙  

区

氏　
　
　

名

九
頭
竜

加

藤

正

徳

九
頭
竜

米

倉

治

一

九
頭
竜

洞

口

一

夫

九
頭
竜

道

岸

孝

治

九
頭
竜

中

村

要

九
頭
竜

尾

花

と
み
江

九
頭
竜

上

田

隆

澄

九
頭
竜

古

川

茂

雄

九
頭
竜

谷

口

政

幸

九
頭
竜

嶋

田

巌

九
頭
竜

林

昭

明

九
頭
竜

東

三
千
雄

●
勝
山
南
支
店

選  

挙  

区

氏　
　
　

名

第
一
勝
山

帰

山

信

勝

第
一
勝
山

廣

瀬

久
仁
雄

第
一
勝
山

古

川

洋

子

第
一
勝
山

長
谷
川

平

夫

第
一
勝
山

長
谷
川

浩

司

第
一
勝
山

牧

野

久

第
一
勝
山

斉

藤

一

男

第
一
勝
山

加

藤

久

栄

第
一
勝
山

和

田

幸

雄

第
一
勝
山

三

屋

晃

第
一
勝
山

三

屋

公

慈

第
一
勝
山

三

屋

忠

男

第
一
勝
山

梅

田

誠

一

第
一
勝
山

竹

内

一

郎

第
一
勝
山

中

村

喜
久
雄

第
一
勝
山

丸

山

龍

夫

第
一
勝
山

山

下

栄

治

第
一
勝
山

大

沢

裕

子

第
二
勝
山

石

黒

啓

造

第
二
勝
山

高

田

英

治

第
二
勝
山

島

田

栄

第
二
勝
山

平

山

き
よ
子

第
一
平
泉
寺

松

田

稔

第
一
平
泉
寺

田

鳥

幸

信

第
一
平
泉
寺

中

村

啓

一

第
一
平
泉
寺

小

林

清

美

第
一
平
泉
寺

鈴

木

成

義

第
一
平
泉
寺

鈴

木

勝

第
一
平
泉
寺

辻

総
八
郎

第
一
平
泉
寺

木

船

進

第
一
平
泉
寺

牧

野

雅

夫

第
一
平
泉
寺

上

敬

一

第
一
平
泉
寺

長
谷
川

敬

祐

第
二
平
泉
寺

福

田

稔

第
二
平
泉
寺

松

田

数

実

第
二
平
泉
寺

千

京

正

一

第
二
平
泉
寺

手

塚

貞

臣

第
二
平
泉
寺

山

端

友

義

第
二
平
泉
寺

坂

井

智

順

第
二
平
泉
寺

滝

本

幹

男

第
二
平
泉
寺

山

田

み
ち
子

第
二
平
泉
寺

山

内

善

栄

第
三
平
泉
寺

福

田

英

夫

第
三
平
泉
寺

田
名
部

京

子

第
三
平
泉
寺

横

山

と
も
え

第
三
平
泉
寺

山

内

一

栄

第
三
平
泉
寺

山

内

嘉

夫

第
三
平
泉
寺

中

村

信

義

第
三
平
泉
寺

南

清

和

第
一
遅
羽

島

田

善

之

第
一
遅
羽

早

川

義

保

第
一
遅
羽

小

池

清

第
一
遅
羽

澤

田

昌

紀

第
一
遅
羽

前

川

巧

第
一
遅
羽

酒

井

實

第
一
遅
羽

酒

井

幸

子

第
一
遅
羽

酒

井

範

夫

第
一
遅
羽

酒

井

清

泰

第
一
遅
羽

酒

井

昭

子

第
二
遅
羽

斎

藤

敏

幸

第
二
遅
羽

斉

藤

彰

第
二
遅
羽

田

中

良

子

第
二
遅
羽

松

山

幸

満

第
二
遅
羽

伊

藤

幸

男
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第
二
遅
羽

松

山　

善

照

●
勝
山
中
支
店

選  

挙  

区

氏　
　
　

名

第
一
村
岡

多

田

善

一

第
一
村
岡

川

原

朋

子

第
一
村
岡

上

出

等

第
一
村
岡

藤

澤

勝

男

第
一
村
岡

笠

川

安
太
郎

第
一
村
岡

藤

澤

敬

二

第
一
村
岡

川

隆

治

第
一
村
岡

北

川

新
太
郎

第
二
村
岡

前

田　
　

弘

第
二
村
岡

竜

田

正

純

第
二
村
岡

山

口

清

第
二
村
岡

本

多

秀

正

第
二
村
岡

山

田

安

信

第
二
村
岡

木

下

雪

枝

第
二
村
岡

中

村

長

則

第
二
村
岡

植

田

一

成

第
二
村
岡

森

永

新

市

第
二
村
岡

前

田

吉

治

第
二
村
岡

前

田

吉

一

第
二
村
岡

島

田

健

一

第
三
村
岡

門

善

孝

第
三
村
岡

平

澤

和

彦

第
三
村
岡

山

場

正

之

第
三
村
岡

池

田

西

弘

第
三
村
岡

酒

井

美
知
子

第
一
野
向

宮

﨑

博

幸

第
一
野
向

南

部

宣

雄

第
一
野
向

荒

谷

繁

第
一
野
向

山

内

貫

司

第
一
野
向

竹

内

哲

二

第
一
野
向

吉

川

真

一

第
一
野
向

滝

本

和

子

第
一
野
向

田

中

政

男

第
一
野
向

小

林

榮

治

第
一
野
向

西

村

悦

郎

第
二
野
向

下

川

勇

一

第
二
野
向

石

橋

政

光

第
二
野
向

山

口

登

第
二
野
向

清

水

嘉

夫

第
二
野
向

石

塚

善

榮

第
二
野
向

高

田

仁

吉

第
二
野
向

片

山

修

一

第
二
野
向

大

西

一

男

第
二
野
向

椿

山

信

子

北

谷

大

林

義

則

北

谷

中

山

茂

一

北

谷

國

吉

一

実

北

谷

佐
々
木

貞

夫

北

谷

斉

藤

千
枝
子

●
勝
山
北
支
店

選  

挙  

区

氏　
　
　

名

第
一
荒
土

多

田

喜
美
男

第
一
荒
土

味

見

栄

第
一
荒
土

前

川

義

信

第
一
荒
土

丹

後

長
兵
衛

第
一
荒
土

川

端

武

孝

第
一
荒
土

山

田

修

司

第
一
荒
土

多

田

治

門

第
一
荒
土

南

部

英

二

第
一
荒
土

水

上

進

也

第
一
荒
土

石

川

健

治

第
一
荒
土

多

田

充

江

第
一
荒
土

畠

山

正

第
二
荒
土

前

田

信

夫

第
二
荒
土

斉

藤

輝

夫

第
二
荒
土

福

田

一

範

第
二
荒
土

境

井

義

樹

第
二
荒
土

石

橋

治

第
二
荒
土

石

井

清

治

第
二
荒
土

岩

田

よ
し
子

第
二
荒
土

石

倉

必

勝

第
二
荒
土

石

井

利

栄

第
二
荒
土

川

南

保

第
二
荒
土

泉

川

継

隆

第
三
荒
土

笠

羽

芳

夫

第
三
荒
土

横

山

典

夫

第
三
荒
土

下
牧　

清
三
郎

第
三
荒
土

五
十
嵐

義

則

第
三
荒
土

立

壁

眞

弓

第
三
荒
土

岩

倉

治

第
三
荒
土

日

谷

新

一

第
三
荒
土

三

﨑

継

昭

第
三
荒
土

中

村

薫

第
三
荒
土

岩

岡

久

第
一
北
郷

乾　

小

菊

第
一
北
郷

津

田

四
十
四

第
一
北
郷

平

井

連

晶

第
一
北
郷

小

林

元

実

第
一
北
郷

立

平

幸
太
郎

第
一
北
郷

笠

松

邦

造

第
二
北
郷

石

田

政

輝

第
二
北
郷

松

川

松
太
郎

第
二
北
郷

石

川

栄

一

第
二
北
郷

田

中

昭

司

第
二
北
郷

田

中

勲

第
二
北
郷

石

川

義

仁

第
二
北
郷

田

中

一

由

第
二
北
郷

秦

洋

子

第
三
北
郷

大

谷

与

栄

第
三
北
郷

出

口

宏

幸

第
三
北
郷

牧

田

鈴

子

第
三
北
郷

大

谷

健

一

第
三
北
郷

近

藤

栄

一

第
三
北
郷

仲

谷

伝

次

第
三
北
郷

川

村

勝

彦

第
三
北
郷

中

川

信

廣

第
三
北
郷

松

村

眞

澄

第
一
鹿
谷

山

内

憲

一

第
一
鹿
谷

山

内

和

雄

第
一
鹿
谷

松

名

浩

第
一
鹿
谷

牧

野

愛

子

第
一
鹿
谷

安

居

和

平

第
一
鹿
谷

安

居

久

繁

第
一
鹿
谷

安

居

優

第
一
鹿
谷

島

田

信

夫

第
一
鹿
谷

嶋

田

喜

則

第
一
鹿
谷

嶋

田

憲

一

第
二
鹿
谷

山

内

千
都
子

第
二
鹿
谷

本

夛

順

治

第
二
鹿
谷

南

部

文

秀

第
二
鹿
谷

藤

堂

正

幸

第
二
鹿
谷

坪

内

源

次

第
二
鹿
谷

前

川

幸

康

第
二
鹿
谷

山

内

義

明

第
二
鹿
谷

山

内

秀

一

第
二
鹿
谷

吉

田

章

博

第
二
鹿
谷

吉

田

寛

二

第
二
鹿
谷

吉

田

久

夫

第
三
鹿
谷

松

村

勘
兵
衛

第
三
鹿
谷

宮

川

純

治

第
三
鹿
谷

小

林

重

喜

第
三
鹿
谷

光
真
坊　

豊

第
三
鹿
谷

山

口

弘

第
三
鹿
谷

山

口

勝

美

第
三
鹿
谷

山

口

政

子

第
三
鹿
谷

田

部

健

二

第
三
鹿
谷

中

道

光

男

第
三
鹿
谷

飯

田

保

第
三
鹿
谷

黒

瀬

久

二

第
三
鹿
谷

宇
佐
美

博

文

第
三
鹿
谷

宇
佐
美

昭

治
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7
月

　

平
成
二
十
三
年
六
月
二
十
八
日
に
開
催
さ
れ

た
理
事
会
の
審
議
事
項
は
次
の
通
り
で
す
。

●
付
議
事
項

第
一
号
議
案

　

固
定
資
産
の
取
得
（
案
）
に
つ
い
て

「
ネ
ギ
集
出
荷
施
設
整
備
」

　

生
産
者
の
利
便
性
と
市
場
・
消
費
者
か
ら

の
信
頼
を
高
め
る
た
め
の
ネ
ギ
集
出
荷
施
設

の
取
得
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
二
号
議
案

　

固
定
資
産
の
取
得
（
案
）
に
つ
い
て

「
生
玄
米
食
味
計
及
び
玄
米
食
味
計
導
入
」

　

テ
ラ
ル
産
米
の
品
質
向
上
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
、
生
玄
米
食
味
計
及
び
玄
米
食

味
計
導
入
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
三
号
議
案

　

固
定
資
産
の
処
分
（
案
）
に
つ
い
て

「
大
野
里
芋
選
別
所
　
機
械
装
置
・
器
具
備
品
」

「
勝
山
里
芋
選
別
所
　
機
械
装
置
」

　

大
野
里
芋
選
別
所
を
ネ
ギ
集
出
荷
場
と
し

て
活
用
し
、
上
庄
里
芋
選
別
所
の
増
改
築
に

よ
り
不
稼
働
資
産
と
な
る
大
野
里
芋
選
別
所

機
械
装
置
・
器
具
備
品
及
び
勝
山
里
芋
選
別

所
機
械
装
置
の
処
分
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

●
報
告
事
項

一
、
中
間
決
算
棚
卸
監
事
立
会
に
つ
い
て

二
、 

不
良
債
権
等
回
収
状
況
（
５
月
末
）
に
つ
い

て
三
、
固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

四
、 

固
定
資
産
の
処
分
に
つ
い
て

五
、
平
成
二
十
二
年
度
経
営
指
標
に
つ
い
て

六
、
２
０
１
１
Ｊ
Ａ
感
謝
祭
実
施
内
容
に
つ
い
て

七
、
Ｊ
Ａ
テ
ラ
ル
越
前
共
済
３
億
円
会
解
散
及

び
共
済
業
務
要
領
「
Ｊ
Ａ
テ
ラ
ル
越
前
共
済

３
億
円
会
会
則
」
の
廃
止
に
つ
い
て

八
、
平
成
二
十
三
年
度
米
出
荷
申
出
数
量
に
つ

い
て

九
、 

平
成
二
十
三
年
度
カ
ン
ト
リ
ー
・
米
選
別
所
・

シ
ー
ド
プ
ラ
ン
ト
の
運
営
計
画
に
つ
い
て

十
、 

平
成
二
十
一
年
産
米
共
同
計
算
の
結
果
に
つ

い
て

十
一
、 

夏
季
賞
与
の
支
給
に
つ
い
て

十
二
、
五
月
末
実
績
に
つ
い
て

十
三
、 

金
利
自
由
型
貯
金
の
利
率
に
つ
い
て

十
四
、
余
裕
金
の
運
用
状
況
に
つ
い
て

十
五
、 

成
山
孝
行
に
対
す
る
経
過
に
つ
い
て

役職員大会開催に伴う
支所・事業所営業時間

変更のお知らせ
　７月25日（月）は、JAテラル越前の「平
成23年度下期役職員大会」を開催するに
あたり、全ての支店・事業所（SSを含む）
については、午後５時をもって閉店とさ
せていただきますので、よろしくお願い
いたします。

金利選択型
変動金利

2年固定 3年固定 5年固定 10年固定

貸出金利 1.10％より 1.15％より 1.50％より 1.65％より 1.15％より

資　　金　　名 ご利用目的 貸出金利
軽トラック購入資金 固定金利 農業用軽トラック購入 0.90％より
農林業経営改善資金 変動金利 農業資金関連 1.00％より
アグリ長期特別資金 固定金利 農業資金関連 1.50％
生 活 改 善 資 金 変動金利 生活資金関連 1.00％より
JAクロ−バ−ローン 変動金利 生活資金関連 0.90％より
ＪＡマイカーロ−ン 変動金利 自動車購入関連 1.20％より
Ｊ Ａ 教 育 ロ − ン 変動金利 教育費用関連 1.20％より

※貸出金利は最優遇金利適用時の金利です。
※�上記金利は金融情勢等により、お借入れ日までに変更させ
ていただく場合もあります。
※�福井県農業信用基金協会の保証をご利用いただきますので、
原則として保証人は必要ありません。

☆住宅ローン ☆その他資金 平成23年7月1日現在

ＪＡテラル越前・貸出金利一覧表

11
日
㊊

13
日
㊌

14
日
㊍

15
日
㊎

16
日
㊏

17
日
㊐

19
日
㊋

20
日
㊌

21
日
㊍

22
日
㊎

25
日
㊊

26
日
㊋

28
日
㊍

29
日
㊎

30
日
㊏

４
日
㊍

10
日
㊌

外
務
活
動
日

コ
シ
ヒ
カ
リ
作
見
会
～
15
日
（
大

野
北
・
勝
山
南
支
店
）

女
性
部
郷
土
・
農
よ
い
と
こ
セ
ミ

ナ
ー
（
生
活
福
祉
課
）、
中
生
作

見
～
15
日
（
大
野
東
支
店
）

交
通
安
全
教
室
（
勝
山
南
高
校
）

（
共
済
課
）、
ナ
イ
タ
ー
ロ
ー
ン
相

談
会
（
大
野
北
・
大
野
東
・
勝

山
全
支
店
）

臨
時
理
事
・
監
事
会
、
女
性
部

下
庄
営
農
講
座
・
女
性
部
小
山

減
塩
教
室
（
生
活
福
祉
課
）、
勝

山
北
支
店
農
家
組
合
長
会
研
修

～
17
日

大
野
青
果
市
場
の
会
（
営
農
政

策
課
）、
勝
山
市
採
種
組
合
作
見

会
（
勝
山
中
支
店
）

休
日
ロ
ー
ン
相
談
会
（
融
資
課
）

伝
統
野
菜
総
会（
営
農
政
策
課
）、

女
性
部
和
テ
ラ
の
講
座
（
生
活

福
祉
課
）

い
っ
て
こ
さ
ツ
ア
ー
～
21
日
、
中
生

作
見
～
22
日
（
大
野
東
支
店
）、

上
庄
農
家
組
合
長
会
議
（
大
野

南
支
店
）

年
金
相
談
会（
本
店
）（
信
用
課
）、

特
産
振
興
会
日
帰
り
研
修
（
大

野
西
支
店
）、
ナ
イ
タ
ー
ロ
ー
ン
相

談
会
（
大
野
西
・
大
野
東
・
大

野
南
・
勝
山
南
支
店
）

キ
ク
品
評
会
（
営
農
政
策
課
）、

上
庄
里
芋
組
合
研
修
旅
行
（
大

野
南
支
店
）、
勝
山
南
支
店
農
家

組
合
長
会
研
修
～
23
日

下
期
事
業
推
進
職
員
大
会

勝
山
地
区
健
康
体
操
（
生
活
福

祉
課
）

理
事
会
・
監
事
会
、
ネ
ギ
目
揃

え
会
（
営
農
政
策
課
）

女
性
部
勝
山
中
・
北
支
店
合
同

減
塩
教
室
（
生
活
福
祉
課
）、
ナ

イ
タ
ー
ロ
ー
ン
相
談
会
（
大
野
東

支
店
・
勝
山
中
支
店
・
勝
山
北

支
店
）

女
性
部
役
員
現
地
研
修
～
30
日

（
生
活
福
祉
課
）

年
金
相
談
会（
勝
山
北
支
店
）（
信

用
課
）

ナ
イ
タ
ー
ロ
ー
ン
相
談
会
（
大
野

東
支
店
）

女
性
部
郷
土
・
農
よ
い
と
こ
セ
ミ

ナ
ー
（
生
活
福
祉
課
）
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※
日
程
は
変
更
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

今年の夏は、東日本大震災の影響を受け
て、家庭・企業でも節電の意識がとても高
くなっています。普段から電気や資源に対
し、意識を持って節約に心がけることが大
切だと感じました。
これからますます暑くなりますが、熱中

症にも注意して、上手に節電しましょう。

月　　日 曜　　日 内　　容 月　　日 曜　　日 内　　容
7月12日 火 曜 日 ラージボール卓球 7月28日 木 曜 日 ラージボール卓球
7月13日 水 曜 日 健　康　体　操 8月 2日 火 曜 日 ラージボール卓球
7月14日 木 曜 日 ラージボール卓球 8月 3日 水 曜 日 健　康　体　操
7月26日 火 曜 日 ラージボール卓球 8月 4日 木 曜 日 ラージボール卓球
7月27日 水 曜 日 健　康　体　操 8月 9日 火 曜 日 ラージボール卓球

健康教室予定　7・8 月

7/21（木）午後３時～７時まで
場所：JAテラル越前  本店（☎65-1252）

7/30（土）午後1時～７時まで
場所：JAテラル越前  勝山北支店（☎88-2003）

当日は年金特別便・

定期便（配偶者の分
も）・

　印鑑等をお持ちく
ださい。

※御予約された方を優先致しますので事前にお問合わせのうえ、お越しください。

相談員：宮澤 真由美 先生（社会保険労務士）

8/6（土）午後1時～７時まで
場所：JAテラル越前  大野東支店（☎65-1272）

●年金・健康保険・雇用保険等、
　あなたの疑問にお答えいたし
　ます。
●年金履歴の調査・変更届け・
　裁定請求のお手伝いもお任せ
　ください。
●詳しくはお近くのＪＡ各店舗
　にてお問い合わせください。
●夫婦で来られると、より詳し
　くご相談いただけます。

11
日
㊊

13
日
㊌

14
日
㊍

15
日
㊎

16
日
㊏

17
日
㊐

19
日
㊋

20
日
㊌

21
日
㊍

22
日
㊎

25
日
㊊

26
日
㊋

28
日
㊍

29
日
㊎

30
日
㊏

４
日
㊍

10
日
㊌

外
務
活
動
日

コ
シ
ヒ
カ
リ
作
見
会
～
15
日
（
大

野
北
・
勝
山
南
支
店
）

女
性
部
郷
土
・
農
よ
い
と
こ
セ
ミ

ナ
ー
（
生
活
福
祉
課
）、
中
生
作

見
～
15
日
（
大
野
東
支
店
）

交
通
安
全
教
室
（
勝
山
南
高
校
）

（
共
済
課
）、
ナ
イ
タ
ー
ロ
ー
ン
相

談
会
（
大
野
北
・
大
野
東
・
勝

山
全
支
店
）

臨
時
理
事
・
監
事
会
、
女
性
部

下
庄
営
農
講
座
・
女
性
部
小
山

減
塩
教
室
（
生
活
福
祉
課
）、
勝

山
北
支
店
農
家
組
合
長
会
研
修

～
17
日

大
野
青
果
市
場
の
会
（
営
農
政

策
課
）、
勝
山
市
採
種
組
合
作
見

会
（
勝
山
中
支
店
）

休
日
ロ
ー
ン
相
談
会
（
融
資
課
）

伝
統
野
菜
総
会（
営
農
政
策
課
）、

女
性
部
和
テ
ラ
の
講
座
（
生
活

福
祉
課
）

い
っ
て
こ
さ
ツ
ア
ー
～
21
日
、
中
生

作
見
～
22
日
（
大
野
東
支
店
）、

上
庄
農
家
組
合
長
会
議
（
大
野

南
支
店
）

年
金
相
談
会（
本
店
）（
信
用
課
）、

特
産
振
興
会
日
帰
り
研
修
（
大

野
西
支
店
）、
ナ
イ
タ
ー
ロ
ー
ン
相

談
会
（
大
野
西
・
大
野
東
・
大

野
南
・
勝
山
南
支
店
）

キ
ク
品
評
会
（
営
農
政
策
課
）、

上
庄
里
芋
組
合
研
修
旅
行
（
大

野
南
支
店
）、
勝
山
南
支
店
農
家

組
合
長
会
研
修
～
23
日

下
期
事
業
推
進
職
員
大
会

勝
山
地
区
健
康
体
操
（
生
活
福

祉
課
）

理
事
会
・
監
事
会
、
ネ
ギ
目
揃

え
会
（
営
農
政
策
課
）

女
性
部
勝
山
中
・
北
支
店
合
同

減
塩
教
室
（
生
活
福
祉
課
）、
ナ

イ
タ
ー
ロ
ー
ン
相
談
会
（
大
野
東

支
店
・
勝
山
中
支
店
・
勝
山
北

支
店
）

女
性
部
役
員
現
地
研
修
～
30
日

（
生
活
福
祉
課
）

年
金
相
談
会（
勝
山
北
支
店
）（
信

用
課
）

ナ
イ
タ
ー
ロ
ー
ン
相
談
会
（
大
野

東
支
店
）

女
性
部
郷
土
・
農
よ
い
と
こ
セ
ミ

ナ
ー
（
生
活
福
祉
課
）

会　場　本店エクセレントホール　　　　　　時　間　午後1時30分～
どなたでも1回200円で参加できます。お気軽に参加してください。
※勝山地区健康体操は7月25日(月)・8月1日(月)・8月8日(月)開催予定です。
会　場　勝山ふれあいセンター多目的ホール　時　間　午後1時30分～
※都合により予定が変更になる場合があります　　　お問い合わせ先　生活福祉課　☎65－8893

ソリマチ農業簿記基礎研修のご案内

日　時：８月４日（木）午後１時から
会　場：本店３F第３会議室
研修内容：農業簿記ソフト基礎編を使用した研修
定　員：20名
その他：各自ノートパソコンを持参でお願いします。

　白色収支計算から青色申告へステップアップをお考えの皆さんを
対象として、農業簿記の把握と税務申告に役立つ農業簿記ソフトの
研修を行います。

お申し込みは　営農政策課　☎65-1251
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　このたび土づくり推進にご理解・ご協力いただき、また、土づくり計画書のご提出ありがとうご
ざいました。
　今回の土づくり資材のうち、従来の粒状石灰窒素の代替品として「肥料用粒状石灰窒素」（輸入）
を使用いたします。品質検査で非有効成分は含まれず、安心した資材となっております。よろしく
お願いいたします。
　なお、「肥料用粒状石灰窒素」（輸入）は、農薬登録はされていません。
　また、土づくり資材価格を併せてご案内いたします。

品　　　　　目 土づくり予約価格 当　用　価　格
粒状石灰窒素（輸入） ２，２８０円 ２，６３０円
とれ太郎　20kg袋 １，６８０円 １，８５０円
いね一番　20kg袋 ２，３００円 ２，５００円
とれ太郎　フレコン １５，７５０円 １７，６４０円
いね一番　フレコン ２２，５００円 ２４，０００円

契約栽培面積　　ｈａ 生産予定俵数　　　俵

平成21年～ 23年計画 ６７０ ６０，３００

平成24年以降～ ４９２ ４４，０００

土づくり資材の品目と価格について（ご案内）

（税込価格）

　今春の営農座談会資料でも掲載しましたとおり、近年日本酒の消費減退・掛米の増加等に伴い、
酒米の販売状況は悪化の一途をたどっています。過去〔平成11年・14年・21年〕にも、生産調整
により対応していただきましたが、需要状況は改善されず、酒米の価格維持のため、再度栽培面
積の調整が必要になりました。
　つきましては、平成24年産以降の酒米の栽培面積について、平成21年計画面積の27％減で営農
計画を立てていただきますようお願いします。
　特に酒米は、契約栽培において過剰な醸造用玄米は売れ残り、価格が暴落する恐れがあります。
生産者の皆様におかれましては、営農生産計画と資材注文等〔肥料・種子〕にご配慮いただき、
酒米〔五百万石〕以外の品種に移行いただきますよう、ご理解とご協力をお願い申し上げます。

　平成21年度に過去実績を加味〔平成18年～ 20年の平均栽培面積〕し、約17％の調整をしていま
すので、今回も平成21年度計画面積〔平成21 ～ 23年の３ヵ年〕を基本に、テラル越前管内同一
の調整率27％減とします。
　尚、細部の調整は集落または支店単位でお願いいたします。

平成24年産酒米〔五百万石〕栽培面積の調整について

平成24年度以降の五百万石生産計画

ＪＡからのお知らせとお願い
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1. 品目対象銘柄   

現 行 品                        代 替 品 

 

                   

                               

成分                   成分            

窒素（Ｎ）：１６％             窒素（Ｎ）：１６％ 

燐酸（Ｐ）：１０％             燐酸（Ｐ）：１０％ 

加里（Ｋ）：１４％             加里（Ｋ）：１４％ 

                                     （苦土 2.0％・ほう素０．１％） 

商品名：そ菜３号        商品名 ：そ菜５号 

正式名称：燐硝安加里Ｓ６０４   正式名称：くみあい苦土ほう素入り 

                   複合硝加燐安６０４ 

製造会社：ジェイカムアグリ（株）  製造会社：サンアグロ（株） 

 

２. 変更内容 

この度、東日本大震災の影響によりＪＡグループメーカーであるジェイカムアグ 

リ（株）の小名浜工場において生産再開の目処が立っておらず、生産・販売が出来 

ない状況になっております。 

このことについてそ菜３号と同成分並びに微量要素入りそ菜５号を当面の間、取

り扱いとさせて頂きます。何卒ご理解賜りますようお願いたします。 

 
 

そ菜５号取扱のお知らせについて 

ＪＡテラル越前 



①大野市内で結婚式や披露宴を行った人

②大野市内の業者を利用した人

③結婚後、大野市内に定住する意思のある人

④補助金を受ける時に大野市に住民登録があり、

　婚姻関係が続いている人

⑤大野市税に滞納が無い人

大野市内の業者を利用した総額の 2割、（上限５０万円）の助成があります。

　　結婚式、披露宴を行った年度に補助額の6割（上限30万円）

　　3年後に市内に在住して同じ配偶者と婚姻中の場合残りの4割（最大２０万円）

　長寿祝いは、賀の祝い、賀寿の祝いともいいます。もともと中国の風習でしたが、

奈良時代に日本に伝わり、平安時代には貴族の間で広まり、現在行われている長寿の

祝いは、室町時代に始まり、江戸時代に庶民の間に広まったものです。

大切なおじいちゃん、おばあちゃんの人生の節目を家族、親族でお祝いしましょう。

　お料理　写真撮影　お餅つき　祝餅　引出物　花束　などご用意いたします。

　祝い着（ちゃんちゃんこ、ずきん）レンタル有ります。

その他、各種会合、講演会、法要お食事会、祝賀会、歓送迎会など、どんなことでも
ご相談を承ります。

長寿祝い知恵袋長寿祝い知恵袋

農協会館の結婚式場では100％地元業者を利用しています。

二次会パーティーも補助金対象になります。

勝山から大野にお嫁、お婿に来られる方もOＫです

補助金を受けるには（下記の項目をすべて満たす人） 

ＪＡテラル越前　生活福祉課　　会場予約
昌寿殿（大野）　清寿殿（勝山）　☎0779-65-2242
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